
 

海外邦人安全対策連絡協議会 

安全等に関する参考情報 

（２０２６年９月） 

 

8 月 27 日、ジャカルタ中心部スナヤン地区の国会前において、現政権の政策、反汚職、

経済・雇用問題等をめぐる大規模デモが発生し、警備強化や交通規制により周辺の交通に

も影響が生じました。また、27 日夜から 28 日朝にかけては、一部参加者が暴徒化し、国会

周辺地区の道路封鎖、車両への被害、警察との衝突等に発展しました。 

今後も、インドネシア各地で突発的な抗議活動やデモが発生する可能性があるため、在

留邦人の皆様におかれましては、以下の点に十分御注意ください。 

・デモ・集会の開催場所には近づかない。 

・デモが予定されていない場合でも、国会、政府機関、警察施設等の周辺では突発的な抗   

議活動に注意する。 

・SNS 等でデモ情報を確認した場合は、未確認情報や過去映像の再拡散等にも留意し、複  

数の情報源で真偽を確認する。現場の状況を確認するために近づくことは避ける。 

・デモ発生時には道路封鎖や大きな渋滞が発生する可能性があるため、移動経路を変更  

するなど慎重に行動する。目的地が安全であっても、途中の道路が通行不能となる可

能性がある。 

・車両で移動中にデモや群衆に遭遇した場合は、無理に通過せず、速やかにその場から

離れる。 

デモの場所、時間、規模等は直前に変更される場合もあるため、外出・出勤前には最新情

報を確認することが重要です。 

特に、駅や空港への移動、会議・出張、子どもの送迎、病院への通院、工場・事業所への

移動等の際は、通常より時間に余裕を持つとともに、代替ルートを事前に確認することを

推奨します。 

また、不測の事態に備え、家族・同僚との安否確認方法、WhatsApp 等の連絡グループ、

勤務先への連絡方法、通信障害時の代替連絡手段、緊急連絡先等をあらかじめ確認してく

ださい。外出を控える必要が生じた場合に備え、飲料水、食料、常用薬、モバイルバッテリ

ー等も一定程度確保しておくことを推奨します。これらの備えは、騒乱のみならず、地震

や洪水等の自然災害への備えとしても有効です。 

 

 

 

（１）8月 15 日、フローレス島周辺でマグニチュード 7.7 の地震が発生し、周辺地域では

津波も観測され、コモド島を始め同島周辺観光の拠点ラブアンバジョにおいても、一

部ホテルを含む建造物への被害が発生しました。 

１．大規模デモ等に関する注意喚起 

２．インドネシア国内における自然災害等について（注意喚起） 



現在もフローレス島周辺では余震が続いているため、渡航・滞在を予定している場合

は、現地の防災当局及びインドネシア気象庁（BMKG）等から最新情報を確認するととも

に、地震・津波発生時の避難場所や避難経路を事前に確認することが重要です。また、

いざという時に在外公館からの安否確認に必要ですので、必ずたびレジの登録をお願

いします。 

   （参考：インドネシア語） 

〇インドネシア気象庁（BMKG）公式サイト 

https://www.bmkg.go.id/ 

（２）2026 年はインドネシア各地で森林・泥炭地火災が拡大しており、特にカリマンタン

島では深刻な状況となっています。8 月に入ってからも多数のホットスポットが継続

的に確認されており、航空機による消火活動や人工降雨の試みも実施されていますが、

収束の見通しは立っていません。森林地域からの煙が都市部にも流入し、視界悪化に

よる交通事故やフライトのキャンセル、呼吸器疾患などの大きな二次被害も出ていま

す。 

また、カリマンタン島やスマトラ島などで発生した火災による煙（ヘイズ）がシンガ

ポール、マレーシア等の近隣諸国にまで影響が及んでいますので、これらの地域に渡

航・出張等の際は、フライト情報や現地の火災・煙害及び大気質に関する最新情報を確

認し、状況に応じた高機能マスクの携行、屋外活動の抑制、移動経路の変更等を検討し

てください。 

さらに、政府の煙害・火災対応を巡る不満から、当局に対するデモや抗議活動も発生

しているため、不測の事態にも注意してください。 

（３）９月４日、スンダ海峡にあるアナク・クラカタウ火山が噴火し、バンテン州、西ジャ

ワ州、ランプン州、ブンクル州など各地で火山灰の降灰があり、ジャカルタ市内でも

降灰が確認されました。火山灰の影響により、６日以降はスカルノ・ハッタ国際空港

を含む各地の空港においてフライトの欠航や遅延が生じております。今後も、噴火活

動や風向きによっては航空便の運航に影響が及ぶ可能性があるため、空港や利用航空

会社にフライト情報を事前に確認するなど、今後の運航情報に十分ご注意ください。 

インドネシア気象庁（ＢＭＫＧ）は、屋外での活動をできるだけ控えるとともに、外

出時にはマスク等の着用を推奨しています。 

（参考）スカルノ・ハッタ空港の運営会社公式サイト 

https://soekarnohatta.injourneyairports.id/information/flight 

インドネシア気象庁（ＢＭＫＧ）航空気象情報サイト 

https://web-aviation.bmkg.go.id/va-map.php 

（以上） 


